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自治労北海道本部女性部

12
月
５
日
、
東
京
都
・
自

治
労
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
40
県
本
部

125
人
（
女
性
55
人
、
男
性

70
人
）
。
道
本
部
女
性
部

か
ら
は
、
土
田
女
性
部
長

と
齋
藤
書
記
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

「
生
活
・
職
場
実
態
点
検

運
動
」
を
は
じ
め
と
す
る

青
年
部
・
女
性
部
の
20
17

春
闘
方
針
が
提
起
さ
れ
、

全
体
討
論
で
は
13
県
本
部

15
人
（
女
性
部
４
人
、
青

年
部
11
人
）
か
ら
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
道
本
部
女

性
部
か
ら
は
、
単
組
で
女

性
が
集
ま
る
場
を
つ
く
る

こ
と
，
実
態
を
洗
い
出
す

取
り
組
み
の
強
化
に
つ
い

て
発
言
を
し
ま
し
た
。
徳

島
県
本
部
で
は
確
定
闘
争

で
青
年
部
と
と
も
に
県
市

町
村
課
長
あ
て
の
要
請
書

行
動
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
、

広
島
県
本
部
で
は
女
性
活

躍
推
進
法
に
関
わ
る
交
渉

経
緯
、
青
森
県
本
部
か
ら

は
東
北
地
連
で
毎
年
開
催

し
て
い
る
「
女
性
集
会
」

で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
学
習

か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え

差
別
の
な
い
社
会
づ
く
り

に
取
り
組
む
決
意
も
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

12
月
７
～
９
日
、
「
自
治

労
青
年
女
性
オ
キ
ナ
ワ
の

旅
」
が
開
か
れ
、
全
国
か

ら
131
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

道
本
部
か
ら
は
、
女
性
部

２
人
・
青
年
部
２
人
の
計

４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
連
合
沖
縄
会

長
・
大
城
紀
夫
さ
ん
、
九

州
沖
縄
平
和
教
育
研
究
所

代
表
の
中
村
元
気
さ
ん
か

ら
沖
縄
の
現
状
や
課
題
に

つ
い
て
の
講
演
や
、
「
高

江
―
森
が
泣
い
て
い
る
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。
ま
た
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
、

高
江
で
の
激
励
行
動
や

嘉
数
高
台
・
ガ
マ
見
学

な
ど
で
、
オ
キ
ナ
ワ
戦

で

の

悲

惨

な

戦

争

の

「
過
去
」
、
米
軍
基
地

が
あ
る
こ
と
で
多
く
の

問
題
を
抱
え
た
オ
キ
ナ

ワ
の
「
現
在
」
を
学
び

ま
し
た
。

１
月
28
日
開
催
の
道
本
部

女
性
部
女
性
交
流
集
会
の

中
で
、
こ
の
旅
に
参
加
し

た
山
口
樹
里
さ
ん
（
羅
臼

町
職
労
）
と
多
田
副
部
長

か
ら
「
報
告
」
を
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
さ
に
『
百
聞

は
一
見
に
如
か
ず
』
の
報

告
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
に
！

2017
春
闘
勝
利
！
自
治
労
青

年
女
性
春
闘
討
論
集
会

2016
自
治
労
青
年
女
性

オ
キ
ナ
ワ
平
和
の
旅

仕事と生活の調和・平和（オキナワ平和の旅報告）・

政治など学べます！参加報告は各地方本部女

性部または道本部女性部まで（発文第668号参照）。

と き 2017年１月28日10：00～・29日9：00～

ところ 札幌市・自治労会館５階大ホール

★講師はこの３人！

水無田気流さん 徳永エリ参議 相原久美子参議

▲辺野古基地周辺のフェンスに激励

のリボンなどを付ける様子

▲青年女性春闘討論集会で、熱く発

言する土田女性部長！！
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１
月
10
日
、
札
幌
市
で
自
治

労
北
海
道
本
部
20
17
国
民
春

闘
討
論
集
会
を
開
き
、
121
単

組
・
総
支
部
212
人
（
女
性
17

人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
基

調
講
演
で
は
「
分
断
社
会
を

終
わ
ら
せ
る
」
と
題
し
て
、

井
手
英
策
・
慶
應
義
塾
大
学

経
済
学
部
教
授
か
ら
「
日
本

は
現
役
世
代
へ
の
給
付
割
合

は
極
端
に
低
く
自
己
責
任
社

会
・
勤
労
国
家
を
創
っ
て
き

た
。
96
年
以
降
日
本
人
の
所

得
は
低
下
し
、
価
値
観
を
分

か
ち
合
え
な
い
『
仲
間
』
を

信
頼
で
き
な
い
社
会
『
分
断

社
会
』
と
な
っ
て
い
る
」
と

指
摘
し
、
「
格
差
是
正
を
貧

困
者
基
準
か
ら
生
活
者
基
準

に
変
え
『
だ
れ
も
が
受
益
者
』

と
し
『
だ
れ
も
が
堂
々
と
生

き
る
社
会
』
を
め
ざ
す
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

道
本
部
か
ら
は
20
17
国
民
春

闘
や
男
女
平
等
推
進
闘
争
等

の
方
針
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

各地方本部女性部（青年

女性部含む）で定期総会

が開催され、2017年度の

活動がはじまっています。

総会には道本部女性部四

役が伺いました。地本ご

とで雰囲気も活動もさま

ざまですが、仕事がキツ

イ…人間関係が大変…身

体がつらい…そんなとき

だからこそ！女性が集ま

る場『女性部』をぜひ活

用してください！！

12月２日：幹事会

が一致団結して乗り越

えた様子が伝わりまし

た！（齋藤、高山）

10月７日：

参加者が若い…だか

らこそ今後の女性運

動に期待！！（土田）

11月19日：

産前休暇８週めざしてが

んばっています（土田）

10月22日：

地本の女性たちが一致

団結しています（土田、

多田）

11月12日：

三役がそろい、

役員の明るさ

が女性運動に

活力をそそい

でいます（土

田、太田）

11月19日：

青年女性部が楽しく

議論し、ていねいな

取り組みを行ってい

る様子でした

（多田）

11月12日：

地本独自で企画し、

交流集会や役員学習

会を行い組織強化を

行っています（多田）

11月26日：ちょっとず

つだけどみんなで頑張

ろう！という決意を感

じました（大浦）

10月23日：

メッセージ贈ら

せていただきま

した。今年は必

ず伺います！

20
17
道
本
部
春
闘
討
論
集
会

地本女性部定期総会の感想

10月22日：

単組ごとの取り

組みが元気で、

地本も相乗効果

でエネルギッシュ！

（大浦、齋藤）

2016年12月21日、札幌市で自治労道本部と道

当局が毎年実施している「2017年度道政への

要求と提言」に対する意見交換が行なわれま

した。女性部では「男女平等行政の拡充に関

する要求」として、①男女平等に関する条例

制定や計画策定について、未策定市町村への

より具体的な指導を行うよう要請しました。

また、②防災計画・復興計画の策定段階から

女性の意見が反映される仕組みを講ずるよう

要請しました。道としては「すでに防災計画

や避難所マニュアルに男女平等参画等の多様

な視点や女性や子育て家庭のニーズを踏まえ

た内容にしている。道防災グループの主幹に

女性が配置されていることからもトップにも

その重要性は

認識された上

で実行されて

いるものと思

う」と話され

ました。
▲道政への要求と提言を行なう女

性部四役（奥）と道当局（前）
▲真剣に講演や提起を聞く大浦副部
長（写真前列右）

▲熱く語る講師の井手英策・慶應
義塾大学経済学部教授


